
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち

Publ ic relat ions brochure of  Higashikawa

8
2011 August

No.694

▼ようこそ ルーイエナ、友好の来訪ふたたび

▼東小建設の基本計画案で住民説明会

おいしい手料理

【特集・秘伝の万能たれ】
　毎月お届けしてきた富塚料理長の本格万能たれの簡単
レシピ最終回として、さまざまに応用できる３つを一挙ご
紹介します。

〔照り焼きたれ〕
＜材　料＞ （６～８回用）
●濃い口しょう油…360ml.（２合）
●砂糖…400ｇ

＜作り方＞
①鍋に日本酒（アルコールを飛ばしたもの）、しょう油、砂
　糖を入れ、吹きこぼれしないように小皿を1枚入れてたき
　込む。
②1時間以上（できれば３～４時間）たき込み、とろみが出
　たら、上がり10分前に水あめを加えて完成。

　甘しょっぱいたれは、サンマのかば焼き＝写真＝、ぶりの
照り焼き、天丼のたれ、豚丼用たれなどに使い回しできる万
能だれです。パックに詰めて、冷蔵庫で半年間程度保存して
利用できます。

〔（たたきごぼうの）ゴマつけだれ〕
＜材　料＞（３人分程度）
●しょう油…１合計量カップで350ml.
●砂糖…260ｇ
●みりん…230ml.
●白ごま…360ｇ
●すりごま…180ｇ

＜作り方＞
①しょう油、みりん、砂糖、ごまをすべてボウルに入れ、
　一度に合わせて完成。
②ごぼうは熱湯でゆで、柔らかくなったら取り出して４㌢
　㍍角程度に食べやすく割って酢漬けしておく。
③食べる時に酢漬けから取り出し、塩を振ってごぼうをた
　たき、小皿に盛ってたれをかけたら完成。

　ごまだれは1回では使い切れない量です。たたきごぼうだ
けでなく、春菊、ほうれん草のおひたしなどのかけだれ、油
を使わない和風ドレッシングとしてサラダにもどうぞ。冷や
しラーメン用のたれにも応用できます。

〔茶碗蒸したれ〕
＜材　料＞（３人分程度）
●だし汁…300ml.（市販のかつおだしを使って薄めにとっておく）
●玉子…４個
●砂糖…20ｇ
●みりん、栗缶詰の汁…各20ml.程度

＜作り方＞
①だしは調味したものを人肌程度にさまし、だしと玉子を合わ
　　せて網こしする（こし器、みそこしなどを使うと簡単）。
②具を入れた茶碗にだしを入れ、蒸し器で約10分間蒸す。
③10分程度経ったら蒸し具合をチェックし、蒸し足りなか
　ったら２～３分間蒸し調整をして完成。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

●日本酒…180ml.（１合）
●水あめ…小さじ２
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絆深めた2つの文化
ようこそ ルーイエナ、友好の来訪ふたたび

学校訪問は東小、東中、東川高校、幼児センター
を訪れました（7月8日、東中で）

「中古でいいから手に入らないか？」と除雪用大
型機材に興味津 （々7月12日、役場で）

原木皮むき機の製造工場内では次々質問が―
（7月8日、エノ産業で）

山のない国から来た一行は旭岳登山に大満足
（7月11日）

大規模きのこ栽培の様子に関心しきり（7月8日、
造形美術のきのこ栽培棟で）

陶芸の体験講座（7月8日、理造夢工房で）＝ほか
にも茶道、生け花、手芸（刺しゅう）、お香に挑戦

　来町したのは、グンティス・グラ
ドキンス町議会議長（町長）、グ
ナ・キベレ観光局企業活動支援局長、
ヴィダルス・ズイエドリス市立高等
学校長、イルゼ・レスカ・イエル中
学校長のほか、同町を代表する企業
の会長、社長7人など15人。

　7月7日から同月14日まで北海道
に滞在し、町内で茶道、禅とお香の
体験、木工会社、工作機械製造会社
など企業見学、そして美瑛、富良野、
小樽、札幌市内観光と盛りだくさん
の視察、見学、観光を満喫して帰国
しました。
　同町からの訪問団来町は、姉妹提
携をした2008（平成20）年以来。
今回は企業トップの方々が多く、日
本への物産輸出を中心とした今後の
経済交流の可能性を探ったようです。

「
ラ
ト
ビ
ア
の
料
理
を
東
川
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
」と
豆
料

理
、豚
肉
料
理
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
料
理
、パ
ン
、デ
ザ
ー
ト
の
豪
華
コ

ー
ス
を
作
っ
て
夕
食
会
で
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た（
７
月
10
日
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
）

絆深めた2つの文化
ようこそ ルーイエナ、友好の来訪ふたたび
　姉妹町提携をしているラトビア共和国・ルーイエナ町から２度目の訪問団が来町しました。一行は１週間に
わたって滞在し、東川ラトビア交流協会（青木哲也会長）との交流、技術、文化、観光視察を行って友好を深め
ました。その交流の様子を写真で紹介します。

歓
迎
会
で
あ
い
さ
つ
し
た
グ
ン
テ
ィ
ス
町
長
。東
川
町
で

は
、日
本
文
化
の
体
験
や
日
本
企
業
の
進
ん
だ
技
術
を

学
ぶ
な
ど
、今
後
の
両
町
の
友
好
と
発
展
に
結
び
つ
く
交

流
に
し
た
い
と
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た（
7
月
7
日
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
）
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昨
年
８
月
、
東
川

町
野
花
南
の
忠
別
川

上
流
が
氾
濫
し
て
犠

牲
者
２
人
、
負
傷
者

２
人
を
出
し
た
忠
別

川
上
流
災
害
の
調
査

報
告
会
が
７
月
14
日

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
満

員
の
会
場
が
皆
さ
ん

の
関
心
の
高
さ
を
う

か
が
わ
せ
ま
し
た
。

　

同
災
害
調
査
団
長

の
北
大
大
学
院
工
学
研
究
院
、
清
水
康
行
、

鈴
木
栄
一
両
教
授
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

清
水
教
授
は
、
時
間
経
過
ご
と
の
災
害
発

生
推
移
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

道
道
天
人
峡
美
瑛
線
の
道
路
決
壊
地
点
、

道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
の
上
忠
別
橋
付
近
で

は
、
と
も
に
河
川
流
量
が
毎
秒
６
〜
７
㍍
に

も
及
ん
で
、
河
床
が
２
㍍
以
上
洗
堀
、
護
岸

が
２
㍍
以
上
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
教
授
は
河
川
防
災
の
観
点
か
ら
「
今

ま
で
想
定
し
て
い
た
河
川
災
害
は
、
ゆ
っ
く

り
と
河
川
流
量
が
増
え
て
川
が
氾
濫
す
る
も

の
だ
っ
た
。
し
か
し
昨
年
は
毎
秒
３
０
０
㌧

も
の
水
量
が
一
気
に
流
れ
、
大
雨
警
報
が
出

て
か
ら
２
時
間
で
洪
水
に
な
る
ケ
ー
ス
だ
っ

た
」
と
指
摘
。
今
後
急

激
な
流
量
増
加
に
対
す

る
備
え
の
必
要
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

　

「
昨
年
の
豪
雨
は
真

夜
中
だ
っ
た
。
忠
別
ダ

ム
が
洪
水
を
防
い
だ
が
、

非
難
情
報
が
間
に
合
わ

な
い
。
中
小
河
川
の
倉

沼
川
、
ポ
ン
倉
沼
川
、

サ
ン
ル
川
に
集
中
豪
雨

が
降
っ
た
ら
非
難
時
間

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
」

と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
危
険
エ
リ
ア
の
町
内

防
災
教
育
、
避
難
訓
練
の
必
要
性
も
指
摘
し

ま
し
た
。

訓
練
を
披
露
し
、
消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
、
一

斉
放
水
で
は
的
確
で
す
ば
や
い
操
作
で
防
災

の
備
え
に
対
す
る
信
頼
に
応
え
ま
し
た
。

　

訓
練
の
終
わ
り
に
は
、
町
内
の
基
幹
道
路
、

道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
を
分
列
行
進
し
、
町

民
に
勇
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
、
東
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

消
防
総
合
訓
練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団
の
金
盛
勇
松

団
長
、
他
女
性
部
を
含
む
５
個
分
団
90
人
が

勢
ぞ
ろ
い
。
火
災
、
災
害
に
対
す
る
日
ご
ろ

の
備
え
と
訓
練
成
果
を
見
せ
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
の
閲
団
に
応
え
て
、
５
個

分
団
と
も
に
足
並
み
そ
ろ
っ
た
礼
式
の
小
隊

　

７
月
３
日
、
町
民
運
動
公
園
で
第
33
回
東

川
町
民
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
一
般
10
チ
ー
ム
、
老
人
ク
ラ
ブ
７

ク
ラ
ブ
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
26
区
を
中
心
と
し
た
「
ハ
イ
パ
ワ

ー
26
」
チ
ー
ム
が
久
し
ぶ
り
に
参
戦
。
昨
年

３
種
目
を
制
覇
し
た
東
川
第
三
チ

ー
ム
を
破
る
〝
打
倒
第
三
〞
を
目

指
し
て
各
チ
ー
ム
と
と
も
に
熱
戦

を
見
せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
第
三
チ
ー
ム
は
団
結
力

を
見
せ
て
全
町
百
足
（
む
か
で
）

競
争
で
は
Ａ
、
Ｂ
２
チ
ー
ム
で
１
、

２
位
を
独
占
。
全
町
俵
か
つ
ぎ
リ

レ
ー
（
男
子
）
、
全
町
混
成
リ
レ

ー
で
も
優
勝
し
、
今
年
も
強
豪
ぶ

り
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

例
年
盛
り
上
が
る
最
後
の
種
目
、
全
町
綱

引
き
は
、
優
劣
つ
き
が
た
い
熱
戦
の
中
、
展

望
閣
チ
ー
ム
が
昨
年
の
覇
者
、
ニ
ュ
ー
パ
ワ

ー
北
町
３
丁
目
チ
ー
ム
を
わ
ず
か
に
下
し
て

優
勝
を
奪
還
し
ま
し
た
。

初
夏
の
晴
天
に
ぎ
わ
す
町
民
運
動
会

初
夏
の
晴
天
に
ぎ
わ
す
町
民
運
動
会

消
防
総
合
訓
練
、災
害
に
備
え
て
成
果
を
披
露

消
防
総
合
訓
練
、災
害
に
備
え
て
成
果
を
披
露

集
中
豪
雨
災
害
の
調
査
報
告
会
、関
心
高
く
会
場
満
員

集
中
豪
雨
災
害
の
調
査
報
告
会
、関
心
高
く
会
場
満
員

　

７
月
17
日
、
役
場
大
会

議
室
で
「
東
川
小
学
校
等

の
建
設
基
本
計
画
に
関
す

る
説
明
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
東
川
小
学

校
の
建
設
を
考
え
る
会
（
佐
竹
司
兆
会
長
）

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
24
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

今
年
４
月
に
ま
と
ま
っ
た
事
業
計
画
の
内

容
説
明
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
町
側

は
同
会
の
事
前
申
し
入
れ
書
に
沿
っ
て
８
項

目
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は

「
現
在
地
か
ら
移
転
す
る
必
要
は
な
い
」

「
小
学
校
移
転
新
築
に
関
す
る
住
民
投
票
を

実
施
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
町
全
体
の
活
性
化
を

考
え
、
現
校
舎
跡
地
は
町
全
体
が
活
性
化
す

る
た
め
に
活
用
す
べ
き
」
と
強
調
。
ま
た
強

く
要
望
が
上
が
っ
た
住
民
投
票
に
つ
い
て

「
町
議
会
と
い
う
町
民
代
表
の
審
議
、
議
決

機
関
が
あ
り
、
改
め
て
小
学
校
建
設
場
所
で

住
民
投
票
は
行
わ
な
い
」
な
ど
と
理
解
を
求

め
ま
し
た
。

　

東
川
小
学
校
移
転
改
築
計
画
は
、
町
開
拓

１
２
０
年
を
迎
え
る
平
成
26
年
開
校
を
目
指

し
、
敷
地
総
面
積
約
16
・
１
㌶
、
想
定
総
事

業
費
約
40
億
円
で
来
年
度
か

ら
新
校
舎
、
学
童
保
育
施
設
、

食
育
体
験
施
設
な
ど
を
建
設

予
定
。
本
年
度
は
町
議
会
の

議
決
を
経
て
「
東
川
小
学
校

等
建
設
基
本
計
画
」
に
基
づ

く
実
施
設
計
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
は
、
町
、
町
教
委
が
説
明
会
を
随

時
開
い
て
、
町
民
、
父
兄
の
皆
さ
ん
へ
事
業

内
容
の
説
明
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
説
明
会
は
、
西
部
自
治
振
興
会
地

区
（
２
日
午
後
７
時
、
西
部
コ
ミ
セ
ン
）
、

第
三
同
（
10
日
同
、
第
三
コ
ミ
セ
ン
）
、
中

央
同
（
11
日
同
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
（
第
一
、
第
二
両
地
区

は
す
で
に
６
月
、
７
月
に
実
施
）
。

活
を
確
保
す
る
た
め
、
町
は
同
協
会
員
企
業

10
社
に
協
力
を
要
請
し
、
建
設
資
機
材
、
従

業
員
を
動
員
し
て
①
障
害
物
の
除
去
、
応
急

復
旧
②
公
共
土
木
施
設
等
の
応
急
復
旧
③
河

川
の
水
害
防
御
の
た
め
の
応
急
措
置
④
応
急

対
策
に
必
要
な
建
設
資
機
材
の
調
達
、
輸
送

⑤
そ
の
他
必
要
な
事
項
―
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
社
会
基
盤
復
旧
の
応
急
対

策
に
関
し
て
町
と
東
川
町
建
設
業
協
会
（
藤

田
裕
三
会
長
）
が
応
急
対
策
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　

「
東
川
町
の
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策

に
関
す
る
協
定
書
」
と
し
て
７
月
12
日
、
松

岡
市
郎
町
長
と
藤
田
裕
三
東
川
町
建
設
業
協

会
長
の
両
者
が
文
書
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
安
全
と
生

　

町
内
の
野
菜
生
産
農
家
が
一

堂
に
集
ま
っ
て
恒
例
の
「
夏
の

野
菜
生
産
者
の
集
い
」
が
７
月

２
日
、
東
川
町
農
協
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

東
川
町
蔬
菜
園
芸
研
究
会

（
園
田
稔
会
長
）
の
「
ほ
う
れ

ん
草
」
「
長
葱
（
な
が
ね
ぎ
）
」

「
養
液
栽
培
生
産
」
「
軟
白
み

つ
ば
」
「
ハ
ー
ブ
」
「
ト
マ
ト
」

「
ピ
ー
マ
ン
」
「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
」
「
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
」
各
部
会
の
農
家
、
ホ
ク
レ
ン

青
果
㈱
、
㈱
キ
ョ
ク
イ
チ
、
丸
果
旭
川
青
果

卸
売
市
場
㈱
の
卸
・
仲
買
関
係
者
ら
約
１
５

０
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

卸
関
係
者
は
今
年
の
野
菜
生
産
、
市
場
動

向
に
つ
い
て
「
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
５
月
ま
で
は
消
費
が

薄
か
っ
た
が
、
６
月
に
な
っ
て

外
食
産
業
を
中
心
に
注
文
が
増

え
て
き
た
。
し
か
し
生
育
の
遅

れ
で
葉
も
の
を
中
心
に
１
、
２

週
間
遅
れ
て
お
り
、
こ
の
先
生

育
が
戻
る
と
、
一
斉
集
中
出
荷

に
な
っ
て
市
況
は
下
が
る
」
と

近
況
報
告
。

　

「
今
後
何
を
ど
の
く
ら
い
出
せ
る
か
、
出

荷
時
期
を
明
確
に
し
た
多
品
目
出
荷
を
お
願

い
し
た
い
」
と
一
層
の
出
荷
量
ア
ッ
プ
に
期

待
の
声
が
出
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
料
理
を
囲
ん

で
産
地
情
報
、
市
場
状
況
を
話
し
合
っ
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

野
菜
生
産
者
が
親
睦
〜
夏
野
菜
の
生
産
に
意
欲
新
た

野
菜
生
産
者
が
親
睦
〜
夏
野
菜
の
生
産
に
意
欲
新
た

町
と
建
設
業
協
会
が
災
害
時
対
策
を
協
定

町
と
建
設
業
協
会
が
災
害
時
対
策
を
協
定

東
小
建
設
の
基
本
計
画
案
で
住
民
説
明
会

東
小
建
設
の
基
本
計
画
案
で
住
民
説
明
会
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

後期高齢者医療保険、国民健康保険

被保険者証、認定証の更新時期です
　

「
み
ん
な
で
走
ろ
う
！
陸
上
教
室
」
と
題

し
て
、
６
月
30
日
ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
競
技

部
の
滝
田
剛
監
督
、
鈴
木
澄
子
主
将
（
25
）

ら
６
選
手
、
コ
ー
チ
２
人
が
東
川
小
学
校

（
村
田
俊
昭
校
長
）
を
訪
れ
、
３
、
４
年
生

１
１
６
人
に
陸
上
競
技
の
楽
し
さ
、
練
習
の

仕
方
を
教
え
ま
し
た
。

　

走
る
練
習
の
前
は
準
備
が
大
切
。
調
整
運

動
は
、
本
格
的
な
練
習
前
に
体
を
ど
う
動
か

す
の
か
を
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
運
動
で
す
。

　

「
足
上
げ
」
「
腿
上
げ
」
「
足
振
り
」

「
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
」
「
両
足
ス
キ
ッ
プ
」

の
５
種
類
を
十
分
に
運
動
し
、
地
面
に
座
っ

て
両
足
開
脚
、
閉
脚
、
両
足
左
右
上
下
運
動

も
し
ま
し
た
。

　

柔
軟
運
動
を
し
た
後
、
紅
白
に
分
か
れ
て

リ
レ
ー
競
争
で
思
い
っ
き
り
走
る
楽
し
さ
を

満
喫
し
ま
し
た
。
「
野
菜
を
好
き
嫌
い
な
く

い
っ
ぱ
い
食
べ
る
こ
と
が
大
事
」
と
お
昼
の

給
食
を
一
緒
に
食
べ
て
食
の
大
切
さ
も
勉
強

し
ま
し
た
。

　

農
業
系
統
団
体
の
ホ
ク
レ
ン
（
札
幌
）
が

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
今
年
か
ら
取
り
組
み

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

道
内
唯
一
の
実
業
団
陸
上
部
の
選
手
が
子

供
た
ち
を
直
接
コ
ー
チ
す
る
試
み
。
８
月
末

ま
で
に
道
内
の
小
、
中
学
校
５
校
を
訪
問
す

る
予
定
で
す
。

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
ひ
が
し
か
わ
道
草
館

前
で
は
第
一
小
児
童
が
そ
ろ
い
の
は
っ
ぴ
で

一
小
太
鼓
を
に
ぎ
や
か
に
打
ち
鳴
ら
し
ま
し

た
。

　

開
拓
の
碑
前
の
慰
霊
祭
は
関
係
者
約
１
０

０
人
が
参
列
。
戦
没
者
２
１
３
柱
、
開
拓
功

労
者
、
物
故
者
２
５
０
柱
を
慰
霊
し
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
、
開
拓
功
労
者
、
戦
没
者
を
慰

霊
す
る
音
楽
行
進
、
慰
霊
追
悼
式
が
町
内
の

中
心
市
街
地
、
開
拓
の
碑
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

慰
霊
音
楽
行
進
は
、
晴
天
の
中
、
陸
上
自

衛
隊
第
２
音
楽
隊
31
人
を
先
頭
に
、
第
二
小

37
人
、
第
三
小
28
人
、
東
川
小
50
人
、
東
川

中
28
人
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
園
児
が
中
心
市
街

地
１
・
５
㌔
㍍
（
園
児
は
約
２
０
０
㍍
）
を

　

７
月
７
日
、
東
14
号
共
同
墓
地
で
中
国
人

強
制
連
行
殉
難
烈
士
（
じ
ゅ
ん
な
ん
れ
っ
し
）

慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旭
川
市
内
、
町
内
の
関

係
者
約
80
人
が
参
列
し
ま

し
た
。
町
内
の
「
江
卸
発

電
所
・
忠
別
川
遊
水
池
・

朝
鮮
人
強
制
連
行
・
動
員

の
歴
史
を
掘
る
会
」
の
会

員
の
方
も
参
列
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
碑
管
理
委
員
会
代

表
委
員
の
林
次
男
東
和
土

地
改
良
区
理
事
長
は
「
戦

時
中
、
中
国
人
強
制
連
行
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
朝
鮮
人
が
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
た
事
実

を
受
け
止
め
、
真
相
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
後
も
日
中
友
好
を
深
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
追
悼
し
ま
し
た
。

　

戦
時
中
の
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、
日

本
に
強
制
連
行
を
受
け
た
中

国
人
の
う
ち
３
３
８
人
が
、

忠
別
川
江
卸
発
電
所
の
建
設
、

か
ん
が
い
用
遊
水
池
工
事
の

労
働
者
と
し
て
使
役
さ
れ
、

過
酷
な
労
働
、
劣
悪
な
環
境

の
中
で
88
人
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。

　

負
傷
者
48
人
、
病
気
発
症

者
も
２
２
１
人
に
上
り
、
戦

後
１
９
５
４
（
同
29
）
年
に
慰
霊
法
要
、
供

養
標
を
建
立
。
以
後
現
地
供
養
が
続
い
て
い

ま
す
。

中
国
人
強
制
連
行
の
殉
難
慰
霊
、平
和
の
祈
り
新
た

中
国
人
強
制
連
行
の
殉
難
慰
霊
、平
和
の
祈
り
新
た

先
人
の
労
苦
を
し
の
ん
で
平
和
の
誓
い
新
た

先
人
の
労
苦
を
し
の
ん
で
平
和
の
誓
い
新
た

ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
部
の
選
手
が
本
物
の
走
り
を
伝
授

ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
部
の
選
手
が
本
物
の
走
り
を
伝
授
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大雪地区広域連合からのお知らせ

お問い合わせ　大雪地区広域連合国民健康保険対策室　☎82－3697（内線562、563）
　　　　　　　定住促進課住民室　☎82－2111（内線112）

後期高齢者医療保険、国民健康保険

被保険者証、認定証の更新時期です
後期高齢者医療保険、国民健康保険

被保険者証、認定証の更新時期です
後期高齢者医療保険、国民健康保険

被保険者証、認定証の更新時期です
　８月から下表に示す被保険者証等が更新になります。現在お持ちの被保険者証等は７月末日の有効期限
後に破棄してください。
　病院や医院で受診時は、医療機関の窓口に新しい被保険者証等を提示してください（受給者証、認定証
は被保険者証とセットで一緒にご使用ください）。
　今回更新される受給者証、認定証以外にも、申請によって適用を受けられる認定証があります。ご希望
の方は役場の国保担当窓口まで申請ください。

８月に更新する各種被保険者証等

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
70
歳
以
上
）

世帯全員が住民税非課税の方対象

加入者全員対象

・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した時の食事負担額の軽減内容

国保加入者全員対象

対象 国保加入者全員が住民税非課税の世帯

内容 ・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した時の食事負担額の軽減

交付 該当者に郵送。受理後印鑑を持参のうえ役場で申請手続きをしてください。

交付 該当者に郵送

交付 該当者に郵送

交付 該当者に郵送

国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
70
歳
未
満
）

対象 住民税が課税の世帯

内容 医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）

交付 申請によって交付。対象の方は手続きをしてください。

対象 国保加入者全員が住民税非課税の世帯

内容 入院した際の食事負担額の軽減

交付 申請によって交付。対象の方は手続きをしてください。

対象 国保加入者全員が住民税非課税の世帯

内容 ・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した際の食事負担額の軽減

交付 申請によって交付。対象の方は手続きをしてください。

※１：有効期限は①平成25年7月31日、②③④同24年7月31日（③④のうち平成24年7月31日以前に75歳になる方は誕生日の前日まで）
※２：③の受給者証の「負担割合が2割（平成24年３月31日までは1割）」と記載されている方は、平成24年4月1日以降2割に変更になります。

①後期高齢者医療被保険者証（※１）

②後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（※１）

③国民健康保険高齢受給者証（※１）（※２）

④国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証（※１）

①国民健康保険限度額適用認定証

②国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

③国民健康保険標準負担額減額認定証

申請によって適用が受けられる認定証（入院した場合）

中
国
人
強
制
連
行
の
殉
難
慰
霊
、平
和
の
祈
り
新
た

先
人
の
労
苦
を
し
の
ん
で
平
和
の
誓
い
新
た

ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
部
の
選
手
が
本
物
の
走
り
を
伝
授
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◇

　
「
こ
こ
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
生
か
し

て
や
ろ
う
と
思
う
ね
。
そ
う
す
る
と
物
が

喜
ぶ
で
し
ょ
。
そ
し
て
み
ん
な
と
一
緒
に

楽
し
み
た
い
ね
。
流
木
を
使
っ
た
オ
ブ
ジ

ェ
を
作
っ
た
り
、
自
分
の
庭
に
飾
る
ク
リ

ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
た
り
ね
…
。

子
供
た
ち
に
も
い
っ
ぱ
い
来
て
ほ
し
い
」
。

　
軒
下
か
ら
は
４
匹
の
蛇
の
頭
が
〝
ニ
ョ

ロ
リ
〞
と
顔
を
出
し
て
お
客
さ
ま
を
お
出

迎
え
。
蛇
た
ち
の
出
来
栄
え
に
は
か
な
り

ご
満
悦
で
す
。

　
自
作
作
品
「
樹
霊
観
音
像
」
が
自
宅
居

間
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
傍
ら
に
は
「
京

都
知
恩
院
門
跡
、
信
宏
」
と
、
命
名
の
書

の
掛
け
軸
も
。
多
く
の
著
名
人
と
交
際
し

て
き
た
一
端
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
中
富
良
野
で
暮
ら
す
娘
に
頼
ま
れ
て

贈
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
ね
、
『
夜
な
夜
な
泣

く
』
と
い
う
ん
だ
よ
。
離
れ
る
の
が
嫌
だ

っ
た
の
か
ね
え
」
。
制
作
か
ら
８
年
、
こ

ん
身
を
振
る
っ
た
観
音
像
は
今
、
こ
の
地

に
安
住
を
得
た
よ
う
で
す
。

　
広
い
敷
地
に
は
、
妻
営
子
さ
ん
自
慢
の

バ
ラ
園
も
。
初
め
て
の
夏
を
前
に
、
早
く

も
根
付
い
て
見
事
に
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

　
住
宅
に
隣
接
す
る
小
さ
な
み
や
げ
品
店

「
ふ
く
ろ
う
の
店
」
。
以
前
か
ら
あ
っ
た

古
い
小
さ
な
納
屋
を
改
造
し
ま
し
た
。
天

然
木
の
味
わ
い
を
生
か
し
た
木
彫
ク
ラ
フ

ト
作
品
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
原
木
を
の
み
一
本
で
削
り
、
大
胆
な
作

風
が
評
判
を
呼
ん
だ
代
表
作
、
ア
イ
ヌ
女

性
の
レ
リ
ー
フ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
く
ろ
う

ク
ラ
フ
ト
作
品
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
や
森
の
動

物
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
楽
器
を
奏
で
て
い

る
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
代
表
的
な
作

品
の
数
々
。
店
名
に
も
な
っ
て
い
る
幸
運

を
呼
ぶ
ふ
く
ろ
う
は
店
の
中
心
に
。
中
で

も
白
ふ
く
ろ
う
の
存
在
感
は
別
格
で
す
。

　
「
木
と
石
に
は
必
ず
魂
が
あ
る
」
―
。

「
木
魂
（
こ
だ
ま
）
が
宿
る
か
ら
木
は
投

げ
な
い
ん
だ
よ
。
最
後
は
犬
の
ご
飯
を
炊

く
た
め
の
炊
き
付
け
に
す
る
ん
だ
」
。

　
そ
こ
に
は
「
木
は
最
後
ま
で
生
か
す
」

と
い
う
こ
と
へ
の
思
い
が
こ
も
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
現
在
、
主
に
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
墨
絵
イ
ラ
ス
ト
画
の
作
品
作
り
。

「
で
き
る
だ
け
電
気
を
つ
け
ず
に
考
え
る

ん
だ
。
夜
中
、
１
つ
の
こ
と
を
10
回
ぐ
ら

い
考
え
る
ね
」
。

今
、生
き
生
き
と

　

昭
和
の
高
度
成
長
期
、

北
海
道
の
観
光
み
や
げ
民

芸
品
と
い
え
ば
、
ア
イ
ヌ

人
形
と
ヒ
グ
マ
の
木
彫
り

と
い
う
時
代
が
長
く
続
い

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
木

彫
民
芸
品
全
盛
の
時
代
、

独
創
的
デ
ザ
イ
ン
の
民
芸

作
品
を
次
々
創
作
し
、
阿

寒
湖
畔
の
民
芸
品
店
で
北

海
道
観
光
ブ
ー
ム
と
い
う

時
代
の
真
っ
た
だ
中
を
駆

け
抜
け
て
き
ま
し
た
。
大

雪
山
の
ふ
も
と
に
新
た
な

居
を
構
え
た
今
、
木
の
ぬ

く
も
り
に
囲
ま
れ
て
新
た

な
思
索
を
重
ね
て
い
ま
す
。

4646

木
彫
作
家　

西
山　

忠
男
（
に
し
や
ま　

た
だ
お
）
さ
ん

店の入り口ではふくろうがお出迎え

店名の由来になったふくろうのオブジェ作品から

自宅縁の下からひょこっと顔を出している
蛇たち 7年前に彫った「樹霊観音」像

森
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら

西山　忠男さん／木彫作家／34区／☎82－2001
神戸市出身、74歳。服飾デザインの桑沢デザイン研究所（東京）中退。1954（昭和29）年、18歳の時初めて訪れた北海道旅行で道内各地を放浪。阿寒の
魅力に魅せられ、阿寒湖畔に居を構えました。23歳で阿寒湖畔に民芸品店を開業。デザイナーの卵だった若い独創的感覚で新しい民芸品を次々と生み出
し大ヒット。顔が左右に動く木彫コロポックルは意匠登録もして、アイヌ女性の木彫レリーフに続くヒット作となりました。「狐運（こううん）の鈴」で北海道秀作民
芸展最優秀賞（知事賞、1982年）など知事賞3回。ほかに各種民芸展で受賞多数。最盛期には阿寒町内で制作工房、みやげ物店、レストラン、喫茶店を経
営。3女が札幌の大学に進学したのを契機に札幌市内に転出し、同市内で喫茶店を2店舗展開。その後再び自然に囲まれた暮らしを求めて上富良野町へ。
昨年12月、東川町に転居。

にしやま　  ただお
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俳　

句

　

写
真
甲
子
園
と
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
近
づ
い
て
き
た
。
今
年
の
写
真
甲
子
園
に
は

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
２
校

も
出
場
す
る
。
次
代
を
担
う
若
者
の
熱
い
表
現

力
が
発
表
さ
れ
、
感
動
の
渦
へ
と
巻
き
込
ま
れ

る
。
新
聞
、
T
V
、
雑
誌
な
ど
で
こ
れ
ら
の
イ

ベ
ン
ト
が
広
く
発
信
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
（
広
報

配
布
時
に
は
一
部
終
了
し
て
い
ま
す
）

　

先
日
、
旭
川
の
あ
る
会
合
で
「
マ
ス
コ
ミ
は

東
川
の
一
人
勝
ち
」
と
挨
拶
し
た
人
が
い
た
。

連
日
新
聞
な
ど
に
「
東
川
」
の
名
前
が
出
て
く

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
た
の
だ
。

「
晴
れ
て
い
る
日
よ
り
東
川
の
名
前
が
出
る
方

が
多
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
頻
繁
に
登
場
し
て

い
る
。
住
民
も
「
周
辺
の
人
々
が
東
川
は
元
気

な
町
だ
と
言
っ
て
い
る
」
と
誇
り
を
持
っ
て
話

し
て
く
れ
る
。
札
幌
の
東
川
出
身
会
で
は
、
1

年
間
に
全
道
に
東
川
町
が
紹
介
さ
れ
た
記
事
を

切
り
抜
き
、
拡
大
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
掲
示
し

て
誇
ら
し
く
紹
介
し
て
く
れ
て
い
る
。
ふ
る
さ

と
・
郷
土
を
愛
す
る
人
々
が
い
る
、
と
い
う
の

は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
東
京
で
は
「
町
長
さ
ん
、
東
川
町
に

は
素
晴
ら
し
い
財
産
が
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ

う
。
も
っ
と
宣
伝
し
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
ご
指

導
を
い
た
だ
く
。
北
海
道
内
と
違
っ
て
、
全
国

に
「
東
川
」
の
名
前
が
登
場
す
る
機
会
は
圧
倒

的
に
少
な
い
。
全
国
の
方
々
へ
の
情
報
発
信
と

な
る
と
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
写
真
の
町

事
業
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、

取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
も
年
々
増
え
て
来
て
い

る
。
「
町
長
、
東
川
町
の
こ
と
、
新
聞
、
T
V

で
み
ま
し
た
よ
！
」
と
メ
ー
ル
や
手
紙
を
ち
ょ

う
だ
い
し
て
い
る
。　

　

こ
の
町
を
取
材
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
新
聞

記
者
の
方
々
ら
は
、
異
口
同
音
に
「
東
川
に
は

い
つ
も
何
か
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
」
と

お
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
自
然
や
文

化
・
芸
術
な
ど
多
分
野
で
魅
力
が
あ
り
、
か
つ

積
極
的
に
特
色
あ
る
活
動
し
て
い
る
人
々
が
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
役
場
職
員
は
「
東
川

町
の
価
値
」
情
報
を
、
情
熱
を
持
っ
て
発
信
し

て
く
れ
て
い
る
。
小
さ
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

名
刺
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
、

私
も
電
子
メ
ー
ル
で
町
の
情
報
発
信
に
努
め
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
職
員
挙
げ
て
心
が
け
て
き
た
情

報
発
信
だ
が
、
個
人
的
売
名
行
為
で
や
っ
て
い

る
、
な
ど
と
投
書
す
る
方
も
い
る
と
聞
く
。
こ

れ
は
残
念
な
こ
と
だ
。

　

私
た
ち
が
発
信
し
て
い
る
情
報
は
、
「
『
写

真
の
町
』
東
川
町
」
そ
の
も
の
を
売
名
す
る
た

め
の
Ｐ
Ｒ
な
の
だ
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
全
国
、
い
や
世
界
に
向
け
て
、

楽
し
く
活
力
と
魅
力
の
あ
る
情
報
を
発
信
し
て

い
き
た
い
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

「
元
気
な
証
し
」の
住
民
力
と
発
信
力

俳　

句

　今や3人の子供を持つマイホームパパの
シュレック。幸せ絶頂のはずが、自由奔放な
“怪物”だった日々を懐かしみ、怪しげな魔
法使いと一日だけ昔の生活に戻るという契
約を交わしてしまう。異次元の世界へと送り
込まれたシュレックが見たのは、自分が生
まれていない世界だった。すべてを失ったこ
の世界で、再び愛する人と親友を取り戻
し、無事元の世界に戻れるのか？（93分）

　ある日の夜、おばあさんが戸締まりを
しようとしたとき、小さな声で「えほん…
よんでください」と男の子が立っていま
した。おばあさんは、それから毎日その
子にえほんを読み聞かせてあげました。
しかしいつも夜にやってくる男の子をふ
しぎに思ったおばあさんは、男の子の帰
るあとをついていきました。するとそこに
いたのは…。

　もし人生が２度あれば、自分は許しを
乞うのだろうか。逃げ出したかった寂し
い故郷、守れるはずなどない約束。彼女
が隠していた悲しみに、あのころも気づ
かぬわけではなかったのに…。月光の差
し込む観覧車の中で、愛する人 と々束の
間の再会を遂げる老いた男を描く表題
作ほか、もう取り戻せない時間の哀歓が
胸を打つ８編。

シュレック・フォ
ー
エバー

（
ア
ニ
メ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン

月
の
上
の
観
覧
車

（
一
般
書
）

荻
原 

浩
／
著
、新
潮
社
／
刊

山
の
と
し
ょか
ん（
児
童
書
）

肥
田
美
代
子
／
文
、小
泉
る
み
子
／
絵
、文
研
出
版
／
刊

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています
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俳　

句

川が教えてくれたこと（最終回）
　「泣きたくなるほど美しい」。昭和の初めに桂離宮を訪
れたドイツ人建築家、ブルーノ・タウトの言葉です。７年
前、私も桂離宮を見る機会を得ました。書院造りの建築や
庭園には実に多くの技法が凝らされており、日本文化の精
緻な美しさがありました。中でも造園技法の数々に目を奪
われました。
　飛石、景石、滝、州浜に築山。それらを造作した作庭師
はどのような自然観を持っていたのか。日本の自然の美し
さの粋を集め、高度にバランスさせた庭園を眺めると、そ
の端々に渓流の要素を感じました。深山幽谷の趣き、私は
そんな風景がとても好きです。
　「登山道は川である」という言葉をご存じでしょうか？
伝統的な石組み技法によって登山道の浸食を防止する工法
です。近年、大雪山国立公園でも採用実績が増えています。
近自然工法とも呼ばれ、前述の言葉はその考え方の基礎に
なるものです。登山道の浸食とは、主に急傾斜の区間で多
くの人が通過することで植物が踏みつけられて枯れて裸地
化し、さらに踏みつけられた土壌が雨水や雪解け水によっ

遠
雷
や
花
び
ら
達
が
ふ
る
え
て
る

鬱
積
を
吐
き
出
す
如
し
雷
荒
る
る

釣
鐘
草
蜂
の
ぞ
き
来
る
日
向
か
な

雷
や
と
き
に
は
粋
な
役
ま
わ
り

畑
仕
事
終
え
て
ご
ち
そ
う
塩
ト
マ
ト

遠
雷
や
が
ら
ん
と
夜
の
喫
茶
店

雨
は
げ
し
雷
激
し
闇
を
裂
く

日
神
鳴
り
幼
児
反
抗
始
ま
り
ぬ

凄
ま
じ
き
雷
雨
に
震
ふ
母
子
か
な

緑
陰
に
孫
の
結
婚
知
ら
せ
く
る

大
合
唱
抜
け
て
蜜
語
の
蛙
か
な

雨
上
が
り
綱
を
繕
う
蜘
蛛
の
技

ナ
イ
タ
ー
の
照
明
暗
し
被
災
か
ら

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

て流失し、深く
えぐれていく。
とても歩きにく
くなるため、そ
の場所を避けて
歩くことでさら
に道幅が広がり、
裸地部分が拡大
し、流れた土壌

は下流方向の高山植物の上に堆積していく、という荒廃
現象です。
　従来、そのような箇所には丸太や角材を使用した階段
工が設置されていますが、近自然工法はそれらに代わっ
て周辺の自然石を利用して処する方法なのです。
　簡単にいうと、上流側からの加重に耐えるようアーチ
形状に石を組み、水の勢いをコントロールしつつ、登山
者の歩行路ともするものです。その組み方や配置方法は、
実は渓流の流れの中で生じている落差部分の石の位置形
状がモデルなのです。
　登山道は大雪山の自然環境を楽しむためになくてはな
らない重要な施設です。人が造った道は必ず壊れるもの
ですから、維持管理が必要です。特に原生的な自然環境
であるほど、きめ細やかなメンテナンスが重要です。登
山を楽しむ際、足下の登山道は誰かが手を入れて維持管
理しているのだ、と気にしていただけたら幸いです。

環境省東川自然保護官事務所　佐　藤　一　交

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

▲

庭
園
の
よ
う
な
渓
流
風
景

　

う
っ
せ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ
く
ろ
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

で
延
長
し
ま
す
。
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

既
に
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る

場
合
は
資
格
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

集
中
受
付
期
間　

８
月
16
日
（
火
）
か

ら
19
日
（
金
）
、
翌
週
の
同
月
22

（
月
）
、
23
日
（
火
）
の
合
わ
せ
て

６
日
間

場
所　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
室
（
保

　

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

提
出
内
容　

保
健
福
祉
課
か
ら
送
付
し

た
書
類
、
印
鑑
、
手
当
証
書
※
（
※

は
受
給
中
の
方
の
み
）
。
①
対
象
児

童
が
東
川
町
以
外
に
住
ん
で
い
る
場

合　

別
居
監
護
申
立
書
、
在
学
（
在

寮
）
証
明
書
、
別
居
し
て
い
る
児
童

の
住
民
票
が
必
要
で
す
②
平
成
23
年

1
月
1
日
に
東
川
町
に
住
所
の
な
い

方　

同
日
現
在
の
住
所
地
で
平
成
23

年
度
（
平
成
22
年
分
）
所
得
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
同
居

人
等
、
生
計
を
一
に
し
て
い
る
者
が

東
川
町
以
外
に
住
民
票
を
置
い
て
い

る
場
合
も
必
要
）

赤
十
字
の
活
動
資
金
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

日
ご
ろ
赤
十
字
事
業
の
推
進
に
特
段

の
ご
協
力
を
賜
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
で
日
本
赤
十
字
社
費
の
募
金
が
次

の
と
お
り
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

赤
十
字
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
平
和

な
社
会
を
築
き
あ
げ
る
た
め
、
血
液
事

業
の
推
進
、
国
内
外
の
災
害
時
の
医
療

救
護
・
救
援
物
資
、
義
援
金
の
贈
呈
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ
て
世
界

の
平
和
と
福
祉
に
役
立
つ
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.hokkaido.jrc.or.jp

/m
3_00sankyo.htm

l

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
―
５
１
０

０「
親
子
バ
ス
遠
足
」に
出
か
け
ま
し
ょ

う　
大
型
遊
具
が
た
く
さ
ん
あ
る
楽
し
い

公
園
に
遠
足
に
行
き
ま
す
。
一
緒
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
18
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時

行
き
先　

旭
川
市
永
山
中
央
公
園
（
雨

　

天
時
は
道
立
旭
川
林
産
試
験
場
の
木

　

路
歩
来
（
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
）
）

募
集　

20
組
程
度
（
要
予
約
、
先
着
順
）

対
象　

家
庭
の
親
子

持
ち
物　

着
替
え
、
水
着
、
帽
子
、
お

　

弁
当
、
敷
物
、
飲
み
物

（
加
入
す
る
年
度
内
に
納
付
月
数
が
40

年
を
迎
え
て
任
意
加
入
期
間
が
終
了
す

る
方
な
ど
）
③
そ
の
他
①
②
に
準
じ
る

理
由
で
正
当
な
事
由
と
認
め
ら
れ
る
場

合
―
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所

☎
27
―
１
６
１
１

 
企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
室
☎

（
内
線
２
２
６
）

町
民
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き
ま
す

　

旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
ポ
テ
ト
）
の
協
力
で
町
民
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

か
ら
も
っ
と
便
利
に
使
い
た
い
方
ま
で

が
対
象
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
Ａ
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
」
、
Ｂ
「
電
子
メ
ー
ル
の

さ
ら
に
特
例
と
し
て
70
歳
ま
で
任
意
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し

手
続
き
を
し
た
時
か
ら
加
入
す
る
こ
と

と
な
り
、
保
険
料
を
納
め
な
い
と
直
ち

に
加
入
資
格
を
失
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
は
20
歳

か
ら
60
歳
間
の
原
則
４
８
０
月
（
40
年

間
）
で
す
。
そ
の
間
に
最
低
３
０
０
月

（
25
年
間
）
以
上
の
加
入
期
間
が
な
け

れ
ば
65
歳
か
ら
の
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
（
無
年
金
）
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
２
０
０
８

（
平
成
20
）
年
４
月
１
日
か
ら
原
則
口

座
振
替
が
と
な
り
ま
し
た
。
窓
口
で
任

意
加
入
の
資
格
取
得
申
し
出
書
、
口
座

振
替
申
し
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、

口
座
振
替
に
よ
ら
な
い
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

正
当
な
理
由
と
は
①
預
金
口
座
を

有
し
て
い
な
い
②
資
格
を
喪
失
す
る
ま

で
の
期
間
の
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

２
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま
い
室
（
内

線
１
１
６
、
１
１
７
）

年
金
受
け
取
り
〜
高
齢
任
意
加
入
制

度
の
活
用
を

　

国
民
年
金
は
、
老
後
に
年
金
を
受
け

取
る
た
め
の
加
入
期
間
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
、
60
歳
を
過
ぎ
て
も
継
続
し

て
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
高
齢
任
意
加

入
被
保
険
者
」
制
度
と
い
い
ま
す
。

　

無
年
金
状
態
の
方
を
で
き
る
だ
け
な

く
す
た
め
の
仕
組
み
で
す
。
「
高
齢
任

意
加
入
被
保
険
者
」
は
、
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

が
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
任
意
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
年
金
を
受
け

ら
れ
る
加
入
期
間
を
満
た
す
ま
で
の
間
、

使
い
方
」
、
Ｃ
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基

本
か
ら
便
利
な
使
い
方
」
。

日
時　

①
②
８
月
７
日
（
日
）　

「
講

座
Ａ
＋
Ｃ
」
（
午
前
10
時
半
〜
正

午
）
、
「
講
座
Ｂ
＋
Ｃ
」
（
午
後
１

時
半
〜
同
３
時
）
③
④
同
月
12
日

（
金
）　

「
講
座
Ｂ
＋
Ｃ
」
（
午
前

10
時
半
〜
正
午
）
、
「
講
座
Ａ
＋
Ｃ
」

（
午
後
１
時
半
〜
同
３
時
）
⑤
⑥
同

月
17
日
（
水
）　

「
講
座
Ａ
＋
Ｃ
」

（
午
前
10
時
半
〜
正
午
）
、
「
講
座

Ｂ
+
Ｃ
」
（
午
後
１
時
半
〜
同
３
時
）

⑦
⑧
同
月
22
日
（
月
）　

「
講
座
Ｂ

＋
Ｃ
」
（
午
前
10
時
半
〜
正
午
）
、

「
講
座
Ａ
＋
Ｃ
」
（
午
後
１
時
半
〜

同
３
時
）

会
場　

役
場
第
１
小
会
議
室
（
１
階
）

定
員　

各
10
人

受
講
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

旭
川
ケ

　

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
、
吉
岡
さ
ん
、
本

　

間
さ
ん
（
☎
22
―
０
７
０
７
）

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
、
申
請
は
社
会
福
祉

室
☎
（
内
線
５
０
２
、
５
０
３
）
、
健

康
と
食
は
保
健
指
導
室
（
内
線
５
０
５

〜
５
０
７
）
、
高
齢
者
介
護
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
５
０
８
）

児
童
扶
養
手
当
、特
別
児
童
扶
養
手

当
の
受
給
は
現
況
届
、所
得
状
況
届

の
提
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
受
給
者
の

前
年
の
所
得
、
養
育
状
況
等
を
確
認
す

る
た
め
、
毎
年
「
現
況
届
」
「
所
得
状

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
期
日
ま

で
に
提
出
が
な
い
と
、
８
月
分
か
ら
の

手
当
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

受
給
者
の
方
に
は
８
月
９
日
付
け
で

案
内
を
郵
送
予
定
で
す
。
集
中
受
付
期

間
内
に
提
出
願
い
ま
す
。

　

こ
の
間
は
窓
口
時
間
を
午
後
７
時
ま

8月の行事

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,873人
3,754人
4,119人
3,324戸

2人
6人
25人
16人

　
5人）
3人）
2人）
2戸）

人口・世帯数　6月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

第32回北海道中学校剣道大会（後1時
半、東川中）

大雪山忠別湖トライアスロン大会開会式
（後４時、農村環境改善センター）

　　〃　　レース（前9時45分、忠別ダム親水広場）
Ｂ＆Ｇスポーツ大会北海道大会（水泳の
部）（前8時45分、Ｂ＆Ｇ東川海洋センター）
てっぺん祭り（前10時、農協駐車場特設
会場）
家畜感謝祭（後4時半、家畜感謝の碑）

2日㈫

6日㈯

7日㈰

28日㈰

30日㈫

人のうごき　6月16日～7月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区　
東町2丁目

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
野上　芳則　　　槙島　朋子

東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

　

93歳
78歳
85歳
99歳
79歳

　
歳

　
行政区
6東区
8区
東倉沼
32区
南町2丁目

届出人
中田　みつ子
山田　伸美
宇佐見　昇
佐藤　忠士
作家　　子

おくやみ
亡き人
中田　オトミ
山田　實美
宇佐見　スヱ
佐藤　ツヤエ
作家　幸一

行政区
1
2東
2西
3
4南

4北（新栄）
5南
5北
6東
6西
7南
7北
8
9
10
11
12
13南
13北
14
15
16東
16西
17区西
17区
18
東町１
東町２
東町3
西

行政区
西町２
西町３
南町１
南町２
南町３
北町２
北町３
21
22
23
東倉沼
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

東雲（40.41.42）
上岐登牛
旭岳
天人峡

総額

5,000
7,500
4,500
6,000
3,500
17,500
6,000
5,000
5,500
4,500
6,000
5,000
6,000
6,500
10,500
45,000
21,500
5,500
3,500
5,000
12,000
5,000
4,000
27,000
22,000
13,000
31,500
47,500
18,500
57,500

23,500
41,000
40,000
22,500
20,000
33,600
52,800
19,500
22,500
13,000
23,000
8,800
47,500
13,000
11,000
14,000
11,000
10,000
9,000
9,500
32,500
10,000
7,500
10,000
5,000

-

927,700

実績額（円）実績額（円） 行政区
1
2東
2西
3
4南

4北（新栄）
5南
5北
6東
6西
7南
7北
8
9
10
11
12
13南
13北
14
15
16東
16西
17区西
17区
18
東町１
東町２
東町3
西

行政区
西町２
西町３
南町１
南町２
南町３
北町２
北町３
21
22
23
東倉沼
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

東雲（40.41.42）
上岐登牛
旭岳
天人峡

総額

5,000
7,000
4,500
6,000
3,500
15,000
6,500
9,000
5,500
6,000
6,000
5,000
11,000
6,500
11,000
45,000
22,000
5,500
4,000
5,000
12,000
5,000
3,500
27,000
43,500
10,500
28,500
47,000
18,500
55,400

23,000
46,000
40,000
20,000
20,000
33,800
48,300
16,000
22,500
13,000
23,000
8,500
45,000
12,500
11,000
14,000
10,000
10,500
9,000
9,500
31,500
9,500
7,500
10,000
5,000
1,500

940,500

実績額（円）実績額（円）
【平成23年度】 【平成22年度】

（平成23年7月8日現在）

　
父

辰哉

徳大

泰治

裕之

孝

大輔

　
母

香織

真里

祐子

郁恵

早紀

愛

　
行政区

11区
西町2丁目
東町1丁目
11区
北町3丁目
西区

お 誕 生
生まれた子

二瓶　結登

　　琉斗

大友　心路

日下　遥貴

長谷川　美空

宍戸　日陽

  にへい　   ゆいと

かつら　りゅうと

おおとも　 しんじ

 くさか　    はるき

   はせがわ　    み   あ

  ししど　    ひ  び

13 12Higashikawa  2011  August Higashikawa  2011  August



麻しん風しん（ＭＲ）混合予防接種のお知らせ　保健福祉課

時 期

対 象 者

回 数
料 金
日 程

時 間
場 所

後期高齢者健診　保健福祉課
実 施 日
会 場
対 象
内 容
料 金

申 し 込 み

９月１日（木）～10月28日（金）（土・日・祝日除く）
町立診療所
75歳以上の町民（65歳以上で後期高齢者医療保険の加入者含む）
尿検査、血液検査、身体測定、問診、医師診察、血圧測定、心電図、胸部Ⅹ線検査
無料
希望日の３日前までに町立診療所へ直接お申し込みください
☎82－2101

エキノコックス症検診　保健福祉課
日 時
会 場
対象行政区

対 象 者

内 容

そ の 他

９月８日（木）午後３時～５時、９月９日（金）午後５時～７時
保健福祉センター
17区西町、南町1丁目～3丁目、23区、25区、東倉沼、東雲、上岐登牛

５年に１度受診の対象です。
直接保健福祉センターにお越しください（申し込み不要）

対象行政区で小学３年生以上の町民、対象行政区以外で5年以上5度も検査を受けていない町民
（個別通知はありません）
採血による血清反応検査。結果は約１カ月後に判明します（精密検査必要の有無をお知らせしま
す）。

第１期

生後12カ月から
同24カ月に至る
まで

13：00～16：30

5歳以上7歳未満の者
（就学前の１年間）

第４期第３期第２期

１回・無料（全額町負担）

毎週金曜日（祝日除く）　※8月12日は第１、第２期の接種お休み

町立診療所
【持ち物】母子手帳、住所を確認できるもの（健康保険証、乳幼児医療受給者証など）
　※お子さんの体調の良い時に受けましょう。
　※お問い合わせは保健指導室（内線505、506、507）

下記の方を対象に麻しん、風しん混合予防接種を行っています。夏休みを利用して早めに接種しましょう。

13歳となる日の属する年度
の当該年度の初日から末日
までの間にある者（中学１
年生に相当する年齢の者）

平成17年4月2日～18
年4月1日の間に生ま
れた方

平成10年4月2日～11
年4月1日の間に生ま
れた方

平成5年4月2日～6年4
月1日の間に生まれた
方

18歳となる日の属する年度
の当該年度の初日から末日
までの間にある者（高校３
年生に相当する年齢の者）

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
へ
の
更
生
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

明
る
い
社
会
の
実
現
に
地
域
社
会
を
挙

げ
て
協
力
し
合
う
こ
と
を
要
請
し
て
い

ま
す
。

　

松
岡
支
部
長
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
運
動

へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

花
本
建
設
㈱
、安
田
侃
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

事
業
に
―
と
寄
付

　

７
月
12
日
、
花
本
建
設
㈱
（
旭
川
、

花
本
金
行
社
長
）
が
町
に
多
額
の
現
金

を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

美
唄
市
出
身
の
彫
刻
家
で
、
イ
タ
リ

ア
で
活
動
し
て
い
る
安
田
侃
氏
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
制
作
事
業
に
―
と
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
花
本
社
長
が
来
庁
し
、

「
町
の
発
展
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
松
岡
市
郎
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

モ
ン
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
、
辰
野
勇
氏

（
64
）
。

日
時　

８
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

　

ル
入
場
料　

無
料
（
予
約
な
し
）

お
問
い
合
わ
せ　

東
川
町
商
工
会
☎
82

　

―
２
７
５
０

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
法
務
大
臣

メッセ
ー
ジ

　

７
月
１
日
、
松
岡
洋
信
旭
川
地
区
保

護
司
会
東
川
支
部
長
ら
が
役
場
を
訪
れ
、

「
第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

に
呼
応
す
る
江
田
五
月
法
務
大
臣
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
合
田
博
副
町
長
に
伝
達
し

ま
し
た
。

　

同
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
行
わ
れ
た

同
運
動
へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
の
運
動
月
間
で
す
。
犯
罪
、
非

行
の
防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
社

都市建設課工事・委託の入札結果のお知らせ 工事及び委託の入札結果をお知らせします。

キトウシ森林公園駐車場整備工事 松井組工建㈱ 80,745,000 指名競争入札6月20日
〃 西10号道路改良工事 花本建設㈱ 21,525,000 〃

〃 教員（校長）住宅外部塗装工事 盛永塗装 2,940,000 〃

〃 西10号道路実施設計等委託業務 ㈱及川土木設計 2,730,000 〃

〃 草刈機械購入事業 大雪車輌工業㈱ 6,720,000 〃

入札日 設　備　名　等 請け負い業者
請け負い価格
（税込み、円）

契約方法等

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
川
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
が
７
月
10
日
行
わ
れ
、
定

数
８
人
に
対
し
て
同
数
の
立
候
補
と
な

っ
た
た
め
全
員
の
無
投
票
当
選
が
決
ま

り
ま
し
た
。
22
日
開
か
れ
た
第
1
回

農
業
委
員
会
で
委
員
長
を
互
選
し
、

宮
﨑
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
選
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
、

届
け
出
順
）　

小
林
喜
一
（
再
）
▼
牧

隆
史
（
〃
）
▼
窪
田
敏
博
（
〃
）
▼
津

谷
俊
弘
（
〃
）
▼
村
中
秋
夫
（
〃
）
▼

溝
口
復
二
（
〃
）
▼
藤
井
春
雄
（
〃
）

▼
宮
﨑
正
志
（
〃
）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
下
半
期
施

設
利
用
説
明
会Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設

利
用
に
伴
う
本
年
度
下
半
期
分
の
利
用

説
明
会
を
開
き
ま
す
（
10
月
〜
来
年
３

月
）
。
定
期
的
に
施
設
の
利
用
を
計
画

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
、
ク
ラ
ブ
関
係

者
の
方
は
、
下
半
期
分
の
利
用
計
画

書
を
事
前
に
提
出
の
う
え
説
明
会
に

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
26
日
（
金
）
午
後
６
時
半

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ー
テ
ィ
ン

　

グ
ル
ー
ム
）

提
出
締
め
切
り　

８
月
20
日
（
土
）

お
問
い
合
わ
せ　

海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
82

　

―
４
６
０
０

韓
国
か
ら
体
験
者
招
い
て
強
制
労
働

の
経
験
を
語
り
継
ぐ
集
い

朝
鮮
半
島
と
東
川
の
歴
史
を
語
る
会

実
行
委
員
会

　

戦
時
中
、
江
卸
発
電
所
建
設
、
農
業

用
遊
水
池
工
事
の
た
め
強
制
労
働
に
動

員
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
２
人
の
韓
国
人

を
迎
え
て
、
朝
鮮
半
島
と
東
川
の
歴
史

を
語
る
会
を
開
き
ま
す
。

　

来
日
す
る
の
は
パ
ク
・
イ
ン
ス
ク
さ

ん
（
90
）
＝
ウ
ル
サ
ン
（
蔚
山
）
市
在

住
＝
、
パ
ク
・
シ
ヨ
ン
さ
ん
（
90
）
＝

プ
サ
ン
（
釜
山
）
市
在
住
＝
の
２
人
。

同
実
行
委
が
家
族
を
含
め
て
８
人
を
招

き
ま
し
た
。

　

当
時
の
過
酷
な
労
働
の
思
い
出
を
語

っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
友
好
と
親
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
狙
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

日
時　

８
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

千
円
（
資
料
代
、
招
待
費
カ

　

ン
パ
含
む
、
高
校
生
以
下
無
料
）

お
問
い
合
わ
せ　

近
藤
さ
ん
☎
82
―
７

　

０
５
０
、
塚
田
さ
ん
☎
82
―
４
４
２

　

０
忠
別
み
こ
し
の
担
ぎ
手
を
募
集

忠
別
み
こ
し
会

　

８
月
25
日
（
木
）
東
川
神
社
例
大
祭

で
行
わ
れ
る
お
み
こ
し
の
担
ぎ
手
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

本
み
こ
し
と
女
み
こ
し
２
基
の
み
こ

し
が
商
店
街
を
元
気
に
練
り
歩
き
ま
す
。

子
育
て
講
演
会
を
開
き
ま
す

　

北
海
道
子
ど
も
の
発
達
支
援
事
業
専

門
委
員
の
鈴
木
多
磨
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
、
子
育
て
で
大
切
に
し
た
い
こ

と
、
関
わ
り
方
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
26
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー　

子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

対
象　

家
庭
の
親
子

内
容　

「
育
児
を
楽
し
も
う
」

講
師　

作
業
療
法
士
、
鈴
木 

多
磨
子

　

さ
ん
（
北
海
道
子
ど
も
の
発
達
支
援

　

事
業
専
門
委
員
）

そ
の
他　

定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
（
要
予

　

約
）

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

環
境
シン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す

　

「
大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

ｉ
ｎ
ひ
が
し
か
わ
」
大
会
の
開
催
に
合

わ
せ
て
、
「
夢
と
冒
険
―
生
き
る
力
を

育
む
野
遊
び
の
す
す
め
」
を
テ
ー
マ
に

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
作
家
・
エ
ッ
セ
イ

イ
ス
ト
・
カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
の
野
田
知
祐

氏
（
73
）
、
小
説
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

の
夢
枕
獏
氏
（
60
）
、
ア
リ
ス
フ
ァ
ー

ム
代
表
の
藤
門
弘
氏
（
65
）
＝
後
志
管

内
赤
井
川
村
＝
、
写
真
家
の
佐
藤
秀
明

氏
（
68
）
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
㈱
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各種大会成績
【バレーボール】
◆23年度上川管内中学校体育大会
上川管内代表決定戦大会（7月13、14
日・富良野スポーツセンター）

▼女子決勝

　　　　　　　　30―28
東川２

　　　25―23　　　０士別

【野球】
◆ホクレン旗争奪第29回選手権大会
上川支部旭川分会予選（6月25日・旭
川旭西グラウンド）

▼決勝戦

東川大雪野球少年団７－３神楽野球少

年団

【剣道】
◆第59回北見地方剣道大会（7月10
日・道立北見体育センター）

〔団体戦〕

▼中学女子の部　①小林みのり、照井

瑚佑覇（東川剣龍会）

▼小学生高学年の部　①林弘汰、久保

田和弥（同）

〔個人〕

③小林みのり（東川剣龍会）

東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700
○9月5日㈪まで
　・第27回写真の町東川賞受賞作家作品展
　・写真インデペンデンス展

社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
16
日
か
ら
７
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

南
町
１
丁
目　
　

中
田　

秀
夫
様

東
倉
沼
区　
　
　

宇
佐
見　

昇
様

南
町
２
丁
目　
　

作
家　
　

子
様

32
区　
　
　
　
　

佐
藤　

忠
士
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

相
談
日
を
設
け
て
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４

時
ま
で
社
協
相
談
室
で
開
い
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と
相

談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

８
月
18
日　

西
多　

孝
道

｛　　　 ｝

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
（
航
空
学
生

は
同
日
現
在
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

者
＝
高
卒
、
高
校
卒
業
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間　

①
自
衛
官
候
補
生
男
子
は

随
時
②
自
衛
官
候
補
生
女
子
、
一
般

曹
候
補
生
（
男
女
）
、
航
空
学
生
は

い
ず
れ
も
８
月
1
日
（
月
）
〜
９
月

９
日
（
金
）

試
験
日　

①
自
衛
官
候
補
生
男
子
は
受

け
付
け
時
に
通
知
②
同
女
子
は
９
月

26
日
（
月
）
③
一
般
曹
候
補
生
は
第

１
回
試
験
９
月
17
日
（
土
）
④
航
空

学
生
は
９
月
23
日
（
金
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

川
市
春
光
町
）
な
ど

お
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協

力
隊
南
地
区
隊
☎
22
―
０
６
４
８
、

役
場
企
画
総
務
課
（
内
線
２
２
２
）

人
口
減
社
会
への
対
策
を
―
と
提
言

の
講
演

　

７
月
15
日
、
東
川
町
農
協
大
ホ
ー
ル

す
住
民
協
働
の
森
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

日
時　

９
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時

場
所　

上
川
町
農
業
公
園
（
上
川
町
字

　

菊
水
）

内
容　

第
Ⅰ
部
、
森
の
庭
づ
く
り
（
上

　

野
フ
ァ
ー
ム
代
表
、
上
野
砂
由
紀
さ

　

ん
）
、
第
Ⅱ
部
、
森
の
案
内
人
・
笠

　

康
三
郎
さ
ん
＝
日
本
デ
ー
タ
サ
ー
ビ

　

ス
㈱
（
札
幌
）
緑
地
計
画
室
長
＝　

　

の
フ
ッ
ト
パ
ス
＆
植
樹

締
め
切
り　

８
月
19
日
（
金
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

上
川
町

　

産
業
経
済
課
農
林
水
産
グ
ル
ー
プ
☎

　

０
１
６
５
８
―
１
２
１
１

自
衛
官
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、

航
空
学
生
、
看
護
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
２
０
１
２

（
平
成
24
）
年
４
月
１
日
現
在
、
18

で
開
い
た
東
川
町
産
業
振
興
懇
談
会
で

日
本
経
済
新
聞
社
札
幌
支
社
の
新
海
英

孝
編
集
部
長
が
講
演
し
、
新
日
本
大
震

災
と
今
後
の
人
口
減
少
社
会
に
向
け

て
「
外
か
ら
人
と
カ
ネ
を
入
れ
る
方

向
に
舵
を
切
る
べ
き
」
と
地
域
活
性

化
へ
の
提
言
を
話
し
ま
し
た
。

　

東
川
町
議
会
、
東
和
土
地
改
良
区
、

上
川
中
央
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
、
東
川
町
農
協
、

東
川
町
商
工
会
、
東
川
町
農
業
委
員
会

の
６
者
が
開
き
ま
し
た
。

　

「
日
本
は
人
口
減
社
会
の
到
来
と
高

齢
化
、
貯
蓄
率
の
急
速
な
低
下
、
公
共

事
業
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
道
内
総

生
産
の
減
少
は
全
国
に
比
べ
て
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
」

と
の
前
提
の
上
で
「
震
災
後
、
日
本

は
大
き
な
構
造
変
化
が
来
て
い
る
」

と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
新
し

い
都
市
構
造
へ
の
変
革
の
必
要
性
を

指
摘
。
「
自
由
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

い
る
こ
と
が
経
済
の
自
由
化
に
つ
な

が
る
」
「
所
有
と
利
用
の
分
離
を
進
め
、

農
地
も
利
用
権
と
い
う
考
え
方
を
導
入

す
れ
ば
、
後
継
者
問
題
の
解
決
に
も
応

用
で
き
る
」
な
ど
と
魅
力
的
な
地
域
活

性
化
へ
の
具
体
策
を
指
摘
し
ま
し
た
。

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の

強
調
月
間
で
す

北
海
道
総
務
部
北
方
領
土
対
策
室

　

８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
調
月
間
」
で
す
。
期
間
中
、
道
内
主

要
観
光
地
、
交
通
拠
点
、
道
内
の
総
合

振
興
局
、
振
興
局
、
役
場
に
は
署
名
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
署
名

で
、
北
方
領
土
返
還
運
動
を
い
っ
そ
う

力
強
く
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

北
方
領
土
は
わ
が
国
固
有
の
領
土
で

す
。
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、

択
捉
島
４
島
の
早
期
返
還
実
現
は
長
年

の
悲
願
で
す
。

月
間
か
ら
１
年
間
。
通
年
で
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
案
内
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
東

京
都
国
立
市
富
士
見
台
２
―
36
―
２
）

☎
（
代
）
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５

１来
年
度
の
新
規
学
生
募
集

道
立
旭
川
高
等
技
術
専
門
学
院

　

24
年
度
の
新
規
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

11
月
１
日
（
火
）
か
ら
同
月
20

　

日
（
日
）

科
目　

シ
ス
テ
ム
制
御
技
術
科
、
自
動

　

車
整
備
科
、
印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
、
色

　

彩
デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
技
術
科
、
造

　

形
デ
ザ
イ
ン
科

資
格　

高
校
を
卒
業
し
た
方
（
24
年
３

　

月
卒
業
見
込
み
含
む
）
、
同
等
の
学

　

力
を
有
す
る
方

訓
練
期
間　

24
年
４
月
か
ら
２
カ
年

お
問
い
合
わ
せ　

旭
川
技
術
高
等
専
門

　

学
院
（
担
当
、
上
野
さ
ん
、
竹
浪
さ

　

ん
）
☎
65
―
６
６
６
７

石
狩
川
上
流・未
来への
森
づ
く
り
プ

ロ
ジェ
ク
ト
参
加
者
募
集

上
川
町

　

上
川
町
、
高
野
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
㈱
主
催
の
「
２
０
１
１
石

狩
川
上
流
・
未
来
へ
の
森
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ
旭
ヶ
丘
」
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

石
狩
川
の
上
川
中
部
圏
流
域
に
暮
ら

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
統
計
課
労
働
統
計

グ
ル
ー
プ
☎
（
直
）
０
１
１
―
２
０
４

―
５
１
４
６

消
費
者
金
融
な
ど
の
多
重
債
務
で
お

悩
み
の
方
の
相
談
会

北
海
道
財
務
局

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
消
費
者
金
融
、
キ
ャ

ッ
シ
ン
グ
な
ど
各
種
ロ
ー
ン
の
複
数
債

務
返
済
に
お
悩
み
の
方
の
た
め
、
多
重

債
務
巡
回
無
償
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

　

適
切
に
お
答
え
す
る
た
め
、
お
悩
み

の
債
務
状
況
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、

契
約
書
（
写
し
）
、
利
用
代
金
請
求
書
、

取
引
明
細
書
、
そ
の
他
ロ
ー
ン
借
り
入

れ
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時
半

　

〜
午
後
５
時

会
場　

美
瑛
町
役
場
相
談
室
（
美
瑛
町

　

本
町
4
丁
目
）

お
問
い
合
わ
せ　

多
重
債
務
者
相
談
窓

　

口
☎
０
１
１
―
８
０
７
―
５
１
４
４
、

　

５
１
４
５
（
予
約
、
相
談
と
も
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
受
講
者
の
募
集ＮＨ

Ｋ
学
園

　

生
涯
学
習
通
信
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
講
座
は
趣
味
か
ら
資

格
の
取
得
ま
で
幅
広
く
２
０
０
コ
ー
ス

以
上
で
す
。

　

受
講
期
間
は
、
内
容
に
応
じ
て
３
カ

当
日
は
午
後
２
時
か
ら
東
川
神
社
社
務

所
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
地
元

の
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
忠
別
み
こ
し
会

事
務
局
（
役
場
都
市
建
設
課
内
、
池
田
、

工
藤
）
☎
（
内
線
２
３
６
、
２
３
７
）

お
お
た
か
清
流
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
ま
す

叢
舎

　

東
京
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
歌
手
、

お
お
た
か
清
流
（
し
ず
る
）
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

　

ジ
ャ
ズ
ナ
ン
バ
ー
、
歌
謡
曲
の
カ
バ

ー
曲
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
か
ら
自
作
曲
ま

で
、
ア
カ
ペ
ラ
で
ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
の
曲

を
披
露
し
ま
す
。

日
時　

８
月
18
日
（
木
）
午
後
７
時

（
開
演
）

場
所　

叢
舎
（
く
さ
む
ら
や
）
＝
西
10

　

号
北
46

入
場
料　

２
千
円
（
要
予
約
）

お
問
い
合
わ
せ　

澤
田
さ
ん
☎
82
―
４

　

４
１
６

毎
月
勤
労
統
計
特
別
調
査
の
お
願
い

北
海
道
総
合
政
策
部
地
域
行
政
局

　

厚
生
労
働
省
は
常
用
労
働
者
を
１
人

か
ら
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対

象
に
、
７
月
31
日
現
在
の
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

８
〜
９
月
に
か
け
て
対
象
事
業
所
に

統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
ご
協
力

行事（天候、緊急事態などで一部変更、中止することがあります）

▼管制塔、管制技術、気象業務の施設見学〔要申し込み、各回10人抽選（10歳以上）〕…①前９時～②同10時～
　③同11時～

▼空港消防車の放水実演、体験乗車（要申し込み、各回２人抽選、小・中学生対象）…前11時～正午まで（３回）

▼間近の飛行場見学バスツアー（要申し込み、各回22人抽選、小学生以上）…正午、後1時、同２時

▼ＳＫＹランプハンドリング体験（要申し込み、抽選１家族）…後２時30分～同３時

　上記行事へのご参加は事前申し込みが必要です。８月24日㈬（必着）までに、イベント名、住所、氏名、
年齢、職業、電話番号を明記のうえ、往復はがきでお申し込みください。はがき１枚ごとに１応募１人。応募多
数の場合は抽選。

その他行事
　ＡＮＡ豆タグに乗ろう！　ＡＮＡ航空機プッシュバックシュミレーター体験、ＪＡＬプチ航空教室と航空機と
の写真撮影、ＡＤＯ機内販売グッズ特別販売会、ライブ音楽コンサート、こども縁日、お楽しみ抽選会、模擬店
など

　　お申し込み
国土交通省旭川空港出張所（〠071-1562 東神楽町東２線15号96）☎83-2541
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生
卵
（
卵
一
個
か
ら
何
か
が
始
ま
る
）

　

最
近
、
テ
レ
ビ
で
女
の
子
が

卵
を
割
っ
て
器
に
落
と
す
シ
ー

ン
を
よ
く
見
る
が
、
女
の
子
の

表
情
が
な
ん
と
も
理
解
で
き
な

い
。
失
敗
し
て
ち
ょ
っ
と
心
配

そ
う
な
の
か
、
成
功
し
て
う
れ

し
い
の
か
判
断
し
が
た
い
の
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
世
の
お
母
さ
ん
方
、

自
分
の
子
供
に
卵
の
割
り
方
を

い
つ
教
え
て
い
る
の
か
な
あ
。

い
つ
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
教
え
る
必
要
が
な
い
と
思

っ
て
い
る
の
か
な
あ
。

　

昔
教
員
の
こ
ろ
、
５
年
生
の

家
庭
科
で
一
番
初
め
の
調
理
実

習
は
、
卵
と
ほ
う
れ
ん
草
の
油

炒
め
と
み
そ
汁
だ
っ
た
と
思
う
。

子
供
た
ち
に
卵
を
割
ら
せ
る
と

い
う
経
験
な
の
だ
が
、
子
供
の

中
に
は
そ
の
実
習
を
す
り
抜
け

る
子
が
い
る
。

　

事
前
に
学
級
通
信
で
「
卵
を

割
る
練
習
を
さ
せ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て
も
３

分
の
１
ぐ
ら
い
し
か
練
習
し
て

こ
な
い
。

　

理
由
は
「
忙
し
い
」
「
卵
が

な
か
っ
た
」
「
練
習
し
な
く
て

い
い
」
「
だ
か
ら
家
庭
科
が
あ

る
ん
で
し
ょ
う
」
な
ど
な
ど
。

　

以
前
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
女
子
大
生
の
旅
行

や
合
宿
の
折
、
朝
ご

は
ん
で
生
卵
が
つ

く
の
だ
が
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生

が
食
べ
な
い
。

理
由
を
聞
く
と

「
卵
を
割
る
の

が
こ
わ
い
」

「
失
敗
し
た
ら

嫌
」
「
割
る
こ

と
が
で
き
な
い
」

「
や
っ
た
こ
と
が
な

い
」
と
大
学
の
先
生
が

こ
ぼ
し
て
い
た
。
将
来
家
庭
に

は
い
い
た
ら
ど
う
す
る
の
だ
ろ

う
、
と
要
ら
ぬ
心
配
を
し
て
み

る
が
、
何
と
か
し
て
い
く
の
だ

ろ
う
。

　

卵
ひ
と
つ
に
し
て
も
こ
ん
な

具
合
だ
か
ら
、
数
あ
る
料
理
を

い
く
つ
か
子
供
に
教
え
る
と
な

れ
ば
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。

　

「
い
ち
い
ち
教
え
る
必
要
な

ん
て
な
い
よ
」
「
私
だ
っ
て
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
な

い
も
ん
」
「
料
理
な

ん
て
自
然
に
覚
え

て
い
く
も
ん
だ

よ
」
「
忙
し

く
て
子
供
に

か
ま
っ
て
な

ん
か
い
ら
れ

な
い
よ
」
。

　

確
か
に
そ

の
通
り
か
も
し

れ
な
い
。
で
も

家
庭
に
よ
っ
て
は

「
そ
こ
の
お
い
も
５
個

持
っ
て
き
て
」
「
卵
割
っ
て
み

る
？
」
「
キ
ャ
ベ
ツ
刻
ん
で
く

れ
る
？
」
な
ど
と
何
気
な
く
料

理
に
誘
っ
て
み
た
り
、
関
心
を

持
た
せ
た
り
は
で
き
る
と
思
う

の
だ
。
次
第
に
レ
ベ
ル
を
上
げ

て
い
っ
て
、
栄
養
素
の
こ
と
や

そ
の
働
き
、
体
に
与
え
る
影
響

な
ど
、
子
供
と
一
緒
に
話
し
合

っ
て
い
け
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

食
育
や
事
細
か
い
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
な
ど
は
栄
養
士
さ
ん
や
保

健
師
さ
ん
が
広
報
な
ど
で
親
切

に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
心
配
は
な
い
の
だ
が
、
サ
ト

ウ
の
ご
飯
と
ス
ー
パ
ー
の
タ
ッ

パ
ー
入
り
の
お
か
ず
だ
け
で
は

な
く
（
そ
ん
な
人
は
い
な
い
で

し
ょ
う
が
…
）
、
子
供
と
一
緒

に
作
っ
た
一
品
料
理
で
、
結
構

わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
「
こ
の

次
は
も
っ
と
別
の
も
の
を
作
り

た
い
」
「
今
度
は
も
っ
と
上
手

に
な
り
た
い
」
な
ど
と
い
う
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、

一
番
の
ご
馳
走
は
、
家
族
そ
ろ

っ
て
の
楽
し
い
食
事
や
家
族
団

ら
ん
な
の
だ
か
ら
。

　

世
の
お
母
さ
ん
方
、
卵
１
個

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
物
語
が
生
ま

れ
て
く
る
か
も
。

生
卵
（
卵
一
個
か
ら
何
か
が
始
ま
る
）

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル

イラスト：若井由香さん
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保健だより
for Healthy Life

　

高
血
圧
は
、
放
置
し
て
い
る
と
血
管
を

内
側
か
ら
傷
つ
け
、
血
管
の
弾
力
性
を
失

わ
せ
て
血
管
の
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　

動
脈
硬
化
が
進
ん
だ
血
管
は
、
詰
ま
っ

て
破
れ
や
す
く
な
り
、
「
心
筋
梗
塞
」

「
脳
卒
中
」
と
い
う
命
に
か
か
わ
る
病
気

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

血
圧
は
、
一
般
に
加
齢
と
と
も
に
徐
々

に
高
く
な
り
ま
す
。
加
え
て
遺
伝
的
体
質
、

肥
満
、
塩
分
取
り
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
ス

ト
レ
ス
、
喫
煙
、
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
な
ど

と
い
う
生
活
習
慣
が
加
わ
る
と
、
血
管
が

ど
ん
ど
ん
高
圧
状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
血
圧
状
態
が
進
ん
で
血
管
の
動
脈
硬

化
が
起
き
る
と
、
元
の
健
康
な
状
態
に
は

戻
り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
健
康
に
暮
ら
す
た

め
、
年
齢
と
と
も
に
高
く
な
る
高
血
圧
の

改
善
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
最
も
簡

単
に
で
き
る
の
は
肥
満
と
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
で
す
。

▼
食
事
で
血
圧
改
善

　

脂
質
を
控
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
肥

満
を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

１
．肥
満
改
善
の
小
さ
な
工
夫

　

腹
八
分
目
に
し
て
、
甘
い
物
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
を
採
り
過
ぎ
な
い
。

２
．塩
分
摂
取
量
は
６
グ
ラ
ム
未
満

　

塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
、
血
液
中
の
塩
分

濃
度
を
高
め
ま
す
。
こ
れ
を
薄
め
よ
う
と

水
分
が
増
え
て
血
液
量
が
多
く
な
り
、
そ

の
た
め
血
圧
が
上
が
り
ま
す
。
日
ご
ろ
濃

い
味
に
慣
れ
て
い
る
方
は
、
塩
分
を
少
し

ず
つ
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

３
．カ
リ
ウ
ム
を
十
分
に
摂
る

　

体
内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
分
排
出
を
促
し
血

圧
の
上
昇
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
緑

黄
色
野
菜
、
果
物
、
海
藻
類
、
イ
モ
類
に

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
適
度
な
運
動
〜
血
圧
改
善

　

適
度
な
運
動
は
、
血
管
を
広
げ
血
液
の

循
環
を
改
善
し
て
く

れ
ま
す
。
時
々
休
み

な
が
ら
、
少
し
き
つ

め
の
運
動
を
し
ま
し

ょ
う
。
毎
日
続
け
て

習
慣
づ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
酸
素
を
体
に
取
り

入
れ
る
有
酸
素
運
動

が
お
勧
め
。

▼
十
分
な
睡
眠

　

〜
血
圧
改
善

　

お
酒
も
た
ば
こ
も

血
圧
を
上
げ
る
作
用

が
あ
り
ま
す
。
嗜
好

（
し
こ
う
）
品
の
お

酒
は
適
量
に
と
ど
め
、

た
ば
こ
を
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
の
適
量
は
、
ビ
ー
ル
に
換
算
す
る

と
１
日
５
０
０
㍉
㍑
程
度
で
す
。
毎
日
飲

酒
し
て
い
る
方
は
、
休
肝
日
も
設
け
ま
し

ょ
う
。

　

睡
眠
が
最
近
高
血
圧
に
関
係
す
る
生
活

習
慣
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
血

圧
だ
け
で
な
く
、
睡
眠
が
短
い
と
動
脈
硬

化
、
肥
満
、
糖
尿
病
を
招
き
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
十
分
な
睡
眠
を
取
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

高
血
圧
症
状
を
治
療
中
の
人
、
血
圧
の
高
い
人
が
町
民
健
診
で
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
高
血
圧
は
、
放
っ
て
お
く
と

動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
、
腎
臓
病
な
ど
、
恐
ろ
し
い
病
気
を
招
く
前
ぶ
れ
。
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
面
倒
だ
と
感
じ
る
人
が
多
い
で
す
が
、
食
事
、
運
動
な

ど
の
生
活
習
慣
を
改
善
し
、血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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8月 August

保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室 ☎82－2111

【8月分】

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター ☎82－5100

＜親子遊び体験教室＞
 5日㈮テーマ「うちわ作り」…………………10:00～11:30
12日㈮テーマ「未満児との交流遊び」………10:00～11:30

＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレイルーム開放…9:00～12:00
1、2、3、8、9、10、17、22、23、24、27、29、30、31日
●15、16日は休み
●27日は土曜日ですが、ご家族で遊びに来てくださいね
※会場は幼児センターです！

●8月11日（木）のＢＣＧ接種は休みます
※もぐもぐ教室、乳幼児健診、じっくり子育て相談は
　保健福祉センターです！

【9月分】

2日㈫

3日㈬

5日㈮

1日㈭

2日㈮

6日㈫
8日㈭

28日㈬

、4日㈭、5日㈮
小学6年生2種混合予防接種（町立診療所）

もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
じっくり子育て相談

13:00～16:30
13:00～14:00
13:15～

～10月28日㈮
後期高齢者健診（町立診療所）
ごっくん教室
乳幼児健診
栄養教室
、9日㈮　エキノコックス症検診
１歳６カ月児健診

おいしい手料理

【特集・秘伝の万能たれ】
　毎月お届けしてきた富塚料理長の本格万能たれの簡単
レシピ最終回として、さまざまに応用できる３つを一挙ご
紹介します。

〔照り焼きたれ〕
＜材　料＞ （６～８回用）
●濃い口しょう油…360ml.（２合）
●砂糖…400ｇ

＜作り方＞
①鍋に日本酒（アルコールを飛ばしたもの）、しょう油、砂
　糖を入れ、吹きこぼれしないように小皿を1枚入れてたき
　込む。
②1時間以上（できれば３～４時間）たき込み、とろみが出
　たら、上がり10分前に水あめを加えて完成。

　甘しょっぱいたれは、サンマのかば焼き＝写真＝、ぶりの
照り焼き、天丼のたれ、豚丼用たれなどに使い回しできる万
能だれです。パックに詰めて、冷蔵庫で半年間程度保存して
利用できます。

〔（たたきごぼうの）ゴマつけだれ〕
＜材　料＞（３人分程度）
●しょう油…１合計量カップで350ml.
●砂糖…260ｇ
●みりん…230ml.
●白ごま…360ｇ
●すりごま…180ｇ

＜作り方＞
①しょう油、みりん、砂糖、ごまをすべてボウルに入れ、
　一度に合わせて完成。
②ごぼうは熱湯でゆで、柔らかくなったら取り出して４㌢
　㍍角程度に食べやすく割って酢漬けしておく。
③食べる時に酢漬けから取り出し、塩を振ってごぼうをた
　たき、小皿に盛ってたれをかけたら完成。

　ごまだれは1回では使い切れない量です。たたきごぼうだ
けでなく、春菊、ほうれん草のおひたしなどのかけだれ、油
を使わない和風ドレッシングとしてサラダにもどうぞ。冷や
しラーメン用のたれにも応用できます。

〔茶碗蒸したれ〕
＜材　料＞（３人分程度）
●だし汁…300ml.（市販のかつおだしを使って薄めにとっておく）
●玉子…４個
●砂糖…20ｇ
●みりん、栗缶詰の汁…各20ml.程度

＜作り方＞
①だしは調味したものを人肌程度にさまし、だしと玉子を合わ
　　せて網こしする（こし器、みそこしなどを使うと簡単）。
②具を入れた茶碗にだしを入れ、蒸し器で約10分間蒸す。
③10分程度経ったら蒸し具合をチェックし、蒸し足りなか
　ったら２～３分間蒸し調整をして完成。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

＜共生サロンここりん＞
お問い合わせ　
ＮＰＯ法人こころりんく東川 （東町１丁目）☎82‐2666

※印は申し込みが必要です
●8月から親による親のための相談日『メンターの日』が
　始まりました
●15日、16日は休館。17日の食堂はお休み
この他『まちの教室』の開催を予定しています

5日㈮
10日㈬
11日㈭
12日㈮
24日㈬
24日㈬
26日㈮

映画上映会・ココシネマ（無料）
メンターの日（片山寛美）※
こいもくらぶ（草取と土寄せ）※
健康体操教室（荒川由佳理さん）※
メンターの日（片山寛美）※
ここりん研修会（大友愛美）※
健康体操教室（荒川由佳理さん）※

18:00～20:00
10:00～15:00
10:00～11:30
10:00～11:00
10:00～15:00
10:00～11:30
10:00～11:00

●練りごま…100ｇ
●ごぼう…150ｇ程度
●食用酢…30～40ml.
●塩…少々

●日本酒…180ml.（１合）
●水あめ…小さじ２

おいしい手料理

【特集・秘伝の万能たれ】
　毎月お届けしてきた富塚料理長の本格万能たれの簡単
レシピ最終回として、さまざまに応用できる３つを一挙ご
紹介します。

〔照り焼きたれ〕
＜材　料＞ （６～８回用）
●濃い口しょう油…360ml.（２合）
●砂糖…400ｇ

＜作り方＞
①鍋に日本酒（アルコールを飛ばしたもの）、しょう油、砂
　糖を入れ、吹きこぼれしないように小皿を1枚入れてたき
　込む。
②1時間以上（できれば３～４時間）たき込み、とろみが出
　たら、上がり10分前に水あめを加えて完成。

　甘しょっぱいたれは、サンマのかば焼き＝写真＝、ぶりの
照り焼き、天丼のたれ、豚丼用たれなどに使い回しできる万
能だれです。パックに詰めて、冷蔵庫で半年間程度保存して
利用できます。（小麦粉かでんぷんをつけて焼くと照りがのりやすい）

〔（たたきごぼうの）ゴマつけだれ〕
＜材　料＞（３人分程度）
●しょう油…１合計量カップで350ml.
●砂糖…260ｇ
●みりん…230ml.
●白ごま…360ｇ
●すりごま…180ｇ

＜作り方＞
①しょう油、みりん、砂糖、ごまをすべてボウルに入れ、
　一度に合わせて完成。
②ごぼうは熱湯でゆで、柔らかくなったら取り出して塩を振
　ってごぼうをたたき、４㌢㍍角程度に食べやすく割って
　酢漬けしておく。
③食べる時に酢漬けから取り出し、小皿に盛ってたれをか
　けたら完成。

　ごまだれは1回では使い切れない量です。たたきごぼうだ
けでなく、春菊、ほうれん草のおひたしなどのかけだれ、油
を使わない和風ドレッシングとしてサラダにもどうぞ。冷や
しラーメン用のたれにも応用できます。

〔茶碗蒸したれ〕
＜材　料＞（３人分程度）
●だし汁…300ml.（市販のかつおだしを使って薄めにとっておく）
●玉子…４個
●砂糖…20ｇ
●みりん、栗缶詰の汁…各20ml.程度

＜作り方＞
①だしは調味したものを人肌程度にさまし、だしと玉子を合わ
　　せて網こしする（こし器、みそこしなどを使うと簡単）。
②具を入れた茶碗にだしを入れ、蒸し器で約10分間蒸す。
③10分程度経ったら蒸し具合をチェックし、蒸し足りなか
　ったら２～３分間蒸し調整をして完成。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

●日本酒…180ml.（１合）
●水あめ…小さじ２

●薄口しょう油…50ml.
●塩…５ｇ程度
●人工調味料…お好み


